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リスクは小さく曖昧に

かつての状況
　高い検出限界（感度が悪い） 不検出＝ゼロリスク
　十分でない作用機序の知見 検出される影響＝有害

　
現在の状況
　低い検出限界（感度が良い） 有害かどうか分からないもの
　作用機序の知見の蓄積 が沢山見つかる

見つかる全てをダメと言ってはきりがない。
ある種の影響は拾わないという意思決定が必要になってきている。

（物質を横並びで見るセンスが不可欠）


